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小泉農水大臣（当時）が台湾米に言及

　「今までにない傾向としては、台湾のお米がす
ごく増えている。去年と比べて台湾産米は６倍以
上。（その原因は）台湾のお米は日本のお米と比
較的近いからでしょう。今までは見ませんでした
が、私の地元の横須賀でも台湾産米が店頭に並ん
でるんですよね。５キロ3,000円台で」
　こう発言したのは、令和の米騒動の中心人物で
あり、当時の農林水産大臣・小泉進次郎氏である。
しかも発言の場所は今や“空中戦”の本丸ともい
える「中田敦彦のYouTube大学」である。
　前任者の失言で緊急登板となった小泉氏は、大
臣就任直後に備蓄米の放出を決定。政府備蓄を市
場に開放することで、コメの価格低下を狙った大
胆な対策は、大きな話題を呼んだ。
　「 小 泉 発 言 」 に お け る 台 湾 米 へ の 言 及 は、
WTO（世界貿易機関）で義務付けられた量以外
に、政府の関与しない輸入米が「120倍」あると
いう流れで触れられたものだ。日本で輸入米とい
うとまずカリフォルニア米やタイ米が思い浮か
ぶ。だが、日本の現役農林水産大臣が令和の米騒
動の真っただ中で台湾米に言及し、「日本の品質
に近い」味と評価したのである。台湾米は日本統
治時代にも日本市場に向けて品種改良が重ねられ
てきた。今また台湾米は日本市場を目標にしてい
る。これも歴史の妙だろう。
　本稿では、この小泉発言を入り口に、台湾米を
取り巻く現状についてリポートしていく。

小泉発言のファクトチェック

　まず小泉発言に関して、台湾側からファクトを
押さえておこう。
　発言の１か月前、台湾でも日本への輸出増と「６
倍」に言及した人物がいる。台湾農業部部長（農
林水産大臣に相当）の陳駿季氏である。
　６月９日に行われた記者会見のリリースのタイ
トルは「陳駿季部長がコメの対日輸出の現状を視
察、今年の対日輸出は１万トン突破、倍増の見込
み」。ここで「６倍」の文字を見つけた。

　１月から５月までの台湾米の対日輸出量はすで
に7,759トンに達した。これは昨年同期の６倍以
上、昨年１年間の対日輸出量の約２倍近く。した
がって今年の台湾米の年間対日輸出量は１万トン
を超えると期待できる。（拙訳）

　つまり小泉発言で「６倍」とは「１〜５月」に
おける輸出量と考えられる。またここ数年の中で
も、今年はかなり早いペースで輸出されている。
　そのうえでこの上昇の原動力は、民間の貿易会
社が販売ルートを開拓し、農会（農協に相当）が
コメを供給する形でタッグを組んだ成果である、
と陳部長の発言を紹介している。さらに、輸出ルー
トの構築にあたり、政府は日本国内の流通業者と
のマッチング会の開催や展示会の出展支援などを
行っているという。対日本輸出拡大に向け、官民
あげて舵を切ったといえる。

台湾ルポライター・翻訳家　田中美帆

令和の米騒動に現れた台湾米の現地事情

〔現地リポート〕
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　ここで、対日輸出の推移を確認しよう。
　次ページグラフ１の最初の山は1991年。平成
の米騒動前である。次に2020年に跳ね上がって
下降し、再上昇している。2025年は８月までの
量だが、すでに１万トンを突破している。
　小泉発言と異なるのは、少量ながらも輸出は継
続されていた点である。言い換えると、台湾から

日本への輸出は、令和の米騒動が起きて輸出が始
まったわけではない。少量ながらも、一定量の輸
出が確認できる。
　さらに、今年はここ数年でもかなり高水準だが、
日本への輸出が急激に増加したのは2019年から
2020年にかけてのことだ。
　では、前後に台湾で何が起きていたのだろう。

【写真１】台湾米に言及する小泉農水大臣（当時）と中田氏
出典：中田敦彦のYouTube大学2025/７/10公開より

【写真２】記者会見で展望を述べる農業部長・陳駿季氏（中央）
出典：台湾農業部サイト
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台湾産農産物、突然の輸出停止

　2019年以降の台湾米の輸出動向をまとめたの
が表１である。台湾米の輸出先は日本に限らない。
アメリカ、カナダ、オーストラリア、中国、シン
ガポールが上位５カ国で、日本向けの輸出量が跳
ね上がる前年からデータを抽出した。

　上下のばらつきはあるものの、アメリカ、カナ
ダ、オーストラリアは上昇トレンド、中国、シン
ガポールは下降トレンドにある。
　中でも中国の変動は顕著だ。2020年に10万ト
ン輸出していたのが、ここ５年でほぼゼロレベル
にまで落ち込んでいる。台湾から中国への輸出額
上位10品目は、パイナップル、釈迦頭、コメで、

出典：台湾農業部農業統計資料査詢／単位：トン。2025年は１-８月
【グラフ１】台湾米の対日輸出の推移
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【表１】台湾米の輸出上位国とその量

対日 対米 対加 対豪州 対中 対シンガポール 

2019 年 1,486 4,078 984 1,872 50,109 835

2020 年 8,566 4,852 1,825 3,588 100,149 5,529

2021 年 4,453 4,081 1,016 4,328 67,454 1,809

2022 年 3,508 3,134 1,537 8,560 18,419 1,725

2023 年 1,783 8,359 4,486 10,023 1,610 2,012

2024 年 5,088 6,688 3,341 10,388 76 2,570

2025 年 10,661 2,011 2,641 6,022 30 892

出典：台湾農業部農業統計資料査詢／単位：トン。2025 年は 1-8 月  出典：台湾農業部農業統計資料査詢／単位：トン。2025年は１-８月
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それに鮮魚や茶葉が続く。
　事態が急変したのは2021年２月末のこと。
　中国から、台湾産パイナップルにコナカイガラ
ムシが複数回検出されたことを理由に、３月１日
以降の輸入停止を告げられた。
　カイガラムシはパイナップルの輸入検査で最も
多く発見される害虫で、樹液を吸うため生育が悪
くなったり、枝枯れが起きたりする。
　台湾が輸出する果物の中で、パイナップルは規
模が大きな品目だ。中国以外に、日本をはじめ、
カナダやオーストラリアなどへも輸出しており、
看板的な存在といっていい。
　オーストラリアには５年がかりで輸出交渉を行
い、2020年から輸出が始まった。また日本は、
検疫の厳しさが知られている。他国は問題なく通
過しているにもかかわらず、突然の中国の輸入停
止は台湾に大きな衝撃をもたらした。
　この停止は即座に台湾内でも大きく報道され、
消費者に対して購入への協力を求めるなどといっ
た対応がなされた。
　当時、台湾においては、停止の原因はカイガラ
ムシではなく、２期目となった蔡英文政権への圧
力という見方が強かった。
　というのも2019年７月以降、中国からの観光
客がストップしており、同年末に起きた新型コロ
ナで全面的に往来が禁止された。観光業は打撃を
受けて政権批判の声が高まっていたほどだ。にも
かかわらず、翌年の総統選では、台湾選挙史上最
高得票で蔡英文氏が当選。そのため、台湾に対す
る対抗措置として農産物がターゲットにされたの
ではないか—という見立てである。
　中国への経済依存は「チャイナリスク」と呼ば
れる。蔡英文政権は「新南向政策」を謳って東南
アジアとの連携を図るなど、まさに脱中国路線へ
の転換が模索された。企業に置き換えると、クラ
イアント１社への集中を回避し、リスク分散させ
て顧客を開拓することと合致している。その視点
でもう一度、輸出上位国の数字を見てみると、他
の上位国への輸出増加は、失われた巨大な市場を
代替するには量的には遠く及ばないが、販路の拡
大に向けた試行錯誤と見ることができるのではな
いだろうか。

　さらにメディア報道ではパイナップルが大きく
取り上げられ、注目されていたが、ほぼ同時期に
コメも輸出量が落ちていたことがわかる。
　以上、小泉発言を起点に、台湾米が日本やその
他の国との間でどのような動きになっているのか
を見てきた。ここからは視点を台湾の内側へと切
り替えてみよう。

台湾の店頭に並ぶ日本各地のコメ

　台北市内にある全国大手チェーンのスーパーに
向かった。コメの棚には、白米、玄米、胚芽米、
黒米、雑穀米、有機米……さまざまなコメが並ぶ。
最も幅を取るのは白米だ。産地や銘柄が表示され、
ずらりと並んだその一角に、見慣れた名称が飛び
込んできた。ゆめぴりか、ななつぼし、つや姫、
ひとめぼれ、こしひかり。日本の銘柄米だ。表示
されている地名も北海道、岩手、新潟、長野と名
だたる産地ばかり。なお、別のチェーン店ではタ
イ米も見かけた。
　次に価格を見てみよう。台湾産１キロあたり
106〜132元（約530〜660円）なのに対し、日
本産は210〜230元（約1,050〜1,150円）と倍
に近い値が付いている。小泉発言にもあったよう
に、この価格であれば、高止まりの続く日本市場
であれば、たとえ関税の上乗せがあったとしても、
台湾米に割安感があるだろう。
　また、別のスーパーでは産地は台湾だが「越光」
と明記された商品や、日本からの輸入品と間違え
そうなパッケージの商品も見られる。
　台北市内で長年、コメを販売する曽楽施さんに
話を聞いた。以前は海外産も含めたコメが店の主
軸だったが、今は雑穀や調味料も扱う。
　「台湾の若い人はあまり料理をしなくなってい
るため、お客様の大半は自炊する50〜60代です。
新潟県産の日本米はもちろん、健康志向もあって
雑穀の人気が出てきています」 

主食がコメから小麦になる日

　では、台湾のコメ消費の状況を確認しよう。
　グラフ２の青線はコメの１人あたりの年間消費
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量である。1967年の141.47キロをピークに下が
り続け、昨年ついに42.4165キロに落ち込んだ。
日本人も下降傾向だが、年間消費量は2023年の
調査で53.4キロ。台湾でその量を摂取していた
時期を見てみると、1999年54.9キロまでさかの
ぼり、日本との時間差は25年ある。
　コメの代わりに増加してきたのは、グラフ２の
オレンジ線の小麦である。2024年は１人あたり

の年間消費量が37キロになった。
　2024年におけるコメと小麦の差分は５キロで、
両者の増減が同じように変化した場合、2029年
にはコメと小麦の消費量が同量になり、以降は小
麦がコメを越えることが予測される。
　ただし、亜熱帯熱帯気候に属する台湾で小麦は、
多くが海外からの輸入だ。乾燥を好む小麦の生産
は難易度が高い。2024年の食料自給率が31％と

【写真３】各地の台湾米を量り売りする店頭の様子（撮影：筆者）

台湾農業部農業統計資料査詢を元に筆者作成
【グラフ２】台湾におけるコメと小麦の個人消費推移と今後の予測台湾農業部農業統計資料査詢を元に筆者作成   
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一向に上昇していないうえに、気候変動やウクラ
イナ侵攻による物価高で食料の安全保障への危機
意識は高い。一部企業が政府の支援を得て、台湾
産小麦の生産に乗り出した。

台湾の外食事情と日本食人気

　コメ消費が日本よりも急速に減少した一因とし
て、外食比率の高さを指摘しておきたい。
　台湾では外食の比率が非常に高い。2017〜
2020年に台湾衛生福利部（厚労省に相当）が全
世代を対象に行った調査では、１週間のうち外食
が「皆無」と回答した人は全体の6.2％、「週７回
未満」が15.55％、「14〜21回」が32.6％、「21
回以上」は5.8％という割合だった。実に93.8％
の人が何らかで外食している結果である。
　この外食比率の高さには、さまざまな要因が考
えられる。
　現役世代は親世代に家事と子育てのサポートを
受けるため、親世代と同居し、調理の習慣やスキ
ルを持たない場合がある。台湾では単身者向けの
物件が少ない上にキッチン設備がないどころか、
ガス使用禁止の部屋もある。必然的に外食に頼ら
ざるを得ない。住宅の構造も遠因として考えられ
る。また、パンや欧米の食文化の広がりも外食需
要を押し上げる要因といっていい。
　そんな中、日系の外食チェーンは多数進出して
いる。吉野家など牛丼、スシローなど回転寿司は
もちろん、定食やとんかつなどのチェーンも展開
しており、在台者としてはうれしい限りである。
これら日本食チェーン店は必ずしも日本米を使用
しているわけではない。たとえば松屋では台湾米
の使用を店内に掲げている。
　日系チェーンの活況には、訪日インバウンドの

影響があると考えられる。
　2023年420万人、2024年604万人と増加して
おり、2025年は９月統計ですでに約504万人、
伸び率も前年比約10％を叩き出す。台湾2,300万
人のうち、５人に１人は日本旅行の経験を持つ計
算になる。
　こうした日系チェーンや訪日インバウンドの活
況を見るにつけ、台湾における日本米への潜在
ニーズはかなり高いと予測できる。

炊き方や食べ方への需要

　最後に、筆者が過去に台湾人から受けたコメに
まつわる発言を紹介しておきたい。

「次に帰国する時に炊飯器を買ってきて」
「ぬか漬けの作り方を教えてもらえないかな」
「おにぎりはどうしたら三角になるの？」
　上記に共通するのは、コメの調理法や食べ方へ
の関心だ。一般の台湾家庭で炊飯に使うのは、
1960年代に日立との技術協力で生まれた「電鍋」
である。一方、在台日本人では筆者も含めて、炊
飯に電鍋を使う人はいない。在台者が使うのは、
日本から持参した炊飯器や鍋だ。ここに日台の違
いを感じる。日本人にとっては当たり前な事柄で
あっても、台湾では違う。日本人の当たり前こそ
台湾に広がる余地があるのではないか。
　以上、台湾米を取り巻く内外の状況をあれこれ
と述べてきた。
　台湾に暮らす筆者は、改めて日本と台湾の共通
点の多さを痛感している。共に海洋国家かつ貿易
立国であり、食の多様化が著しい。コメ消費の低
下と小麦の台頭といった傾向は、台湾が日本の先
をゆく。今後は、コメだけでなく、さらなる情報
や人的交流の広がりを期待したい。


